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■
花
み
ど
り
づ
く
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
＝
�
８
月
27
日
�
�
９
月
17
日

�
、
午
前
８
時
30
分
県
庁
集
合
　
行

き
先
＝
�
（
北
毛
編
）
は
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン（
中
之
条
町
）、花
楽
の
里

（
六
合
村
）、
く
つ
ろ
ぎ
の
湯
（
同
）

な
ど
�
（
東
毛
編
）
は
館
林
美
術
館
、

多
々
良
沼
公
園
（
館
林
市
）、
里
山
平

地
林
（
千
代
田
町
）
な
ど
　
対
象
＝

一
般
、
各
四
十
人
（
抽
選
）

参
加

費
＝
各
千
円
　
申
し
込
み
＝
�
は
８

月
12
日
�
（
必
着
）
�
は
８
月
31
日

�
（
同
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

希
望
コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７

１
―
０
０
３
６
前
橋
市
敷
島
町
六

六
・
県
公
園
緑
地
協
会
「
優
良
事
例

バ
ス
ツ
ア
ー
係
」（
�
２
３
４
―
９
０

１
１
）へ

■
引
揚
者
の
通
貨
な
ど
返
し
ま
す

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
た
ち

が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
め
ず
税
関

に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
保
管

し
て
い
ま
す
。
所
有
者
に
お
返
し
し

ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
人
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
東
京
税
関
前
橋

出
張
所
�
２
２
１
―
５
２
８
４
へ
。

■
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
�
８
月
14
日
�
�
８
月
21
日

�
、
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
�

は
南
橘
公
民
館
�
は
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
　
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン

タ
ー
�
２
３
２
―
３
８
４
８

■
市
民
献
血

８
月
11
日
�
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
30
分
、
前
橋
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
南

町
三
丁
目
）

（

）
内
は
前
年
同
期

件
数
＝
三
八
八
件
（
四
〇
五
件
）
累

計
二
二
九
六
件
（
二
四
二
二
件
）

死
者
＝
一
人（
三
人
）累
計
七
人（
一

二
人
）
傷
者
＝
四
七
四
件
（
四
九
九

件
）
累
計
二
八
〇
一
件
（
三
〇
三
六

件
）

８
月
14
日
�
＝
大
川
設
備
（
富
田
町
）

�
２
６
８
―
３
６
６
２
、
松
村
産
興

（
柏
倉
町
）
�
２
８
３
―
３
７
３
９
　

８
月
21
日
�
＝
か
た
ぎ
り
（
南
町
四

丁
目
）
�
２
２
３
―
２
５
２
５
、
六

本
木
工
務
店（
柏
倉
町
）
�
２
８
３
―

４
３
２
６
　
８
月
28
日
�
＝
鎌
塚
設

備（
西
片
貝
町
二
丁
目
）
�
２
２
１
―

０
２
１
３
、石
井
設
備（
横
沢
町
）
�

２
８
３
―
８
０
３
２
　
９
月
４
日
�

＝
神
原
設
備
工
業（
富
田
町
）
�
２
６

８
―
４
３
６
１
、
大
沢
設
備
工
業（
横

沢
町
）
�
２
８
３
―
５
１
２
３

大
胡
・
宮
城
地
区
以
外
の
人
を
対

象
に
結
核
検
診
、
肺
が
ん
検
診
を
行

い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
受
診
票
が
変

わ
り
、
四
十
歳
以
上
の
人
へ
八
月
中

旬
に
日
程
表
と
一
緒
に
世
帯
ご
と
に

郵
送
。
裏
面
を
よ
く
読
ん
で
、
受
診

票
を
持
参
し
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
人

は
、
肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
結
核
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
結
核
検

診
か
肺
が
ん
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
胡
・
宮
城
地
区
で
受
診

し
て
い
な
い
人
、
車
い
す
な
ど
で
結

核
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
保
健
セ
ン

タ
ー
�
２
２
３
―
８
８
４
４
へ
。

□
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

日
時
＝
８
月
25
日
・
９
月
８
日
�
・

16
日
�
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
（
朝
日

町
三
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着

二
十
人
　
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士

の
話
、
運
動
実
習
　
申
し
込
み
＝
８

月
18
日
�
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

６
月
の
交
通
事
故

休
日
の
水
道
局
指
定
工
事
事
業
者

ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
は
肺
炎
を
起
こ

す
も
の
と
結
膜
炎
や
性
感
染
症
を

引
き
起
こ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ミ
ジ
ア
に
感
染
す
る
と
男
性
で

は
尿
道
炎
や
精
巣
上
体
炎
な
ど
が

起
こ
り
、
尿
道
か
ら
分
泌
物
が
出

た
り
か
ゆ
み
や
痛
み
が
出
た
り
し

ま
す
が
、
症
状
が
出
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
主
に
泌
尿
器
科
で
診
察

し
、
治
療
の
中
心
は
薬
の
内
服
で

す
。
女
性
で
は
子
宮
頚け
い

管
炎
や
子

宮
付
属
器
炎
、
骨
盤
腹
膜
炎
が
起

こ
り
、お
り
も
の
が
増
え
た
り
下
腹

ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
よ
る
感
染
症

痛
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
感
染
者
の
約
半
分
は
自
覚
症
状

が
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

治
療
は
薬
の
内
服
が
中
心
で
す
が
、

痛
み
が
強
い
な
ど
重
症
な
例
で
は
入

院
し
て
薬
を
点
滴
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
性
行
為
に
よ
っ

て
う
つ
り
ま
す
が
、
感
染
し
て
い
て
も

症
状
の
出
な
い
人
が
い
る
た
め
、パ
ー

ト
ナ
ー
も
一
緒
に
診
断
、
治
療
す
る

こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
し
て
女
性
で

は
感
染
が
子
宮
か
ら
卵
管
や
卵
巣（
子

宮
付
属
器
炎
）、
周
囲
の
腹
膜
（
骨
盤

腹
膜
炎
）
へ
広
が
る
と
不
妊
症
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
し
て
い
る
人
が
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
流
産
や
出
産
の

と
き
に
子
ど
も
に
う
つ
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
治
療
が
必
要
で
す
。

感
染
予
防
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
気
に
な
る
人
は
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

（
前
橋
市
医
師
会
　
道
下
　
正
彦
）

結
核
・
肺
が
ん
検
診

受
診
し
ま
し
ょ
う

教
室
に
参
加
し

健
康
な
体
に

新たな受診票（Ａ４）


